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　市川市議会は年４回、２月、６月、
９月、12 月に定例会を開きます。
　（開会予定日は６面に掲載してい
ます）
　市議会だよりは原則として定例会
が終了した月の翌々月の第２土曜日
と１月１日に発行（新聞折り込み）
しています。

12月定例会

介
護
保
険
条
例
・
都
市
公
園
条
例
な
ど
改
正

市
長
提
出
議
案
32
件
を
可
決

　

市
議
会
は
、
平
成
22
年
12
月
定
例
会
を
11
月

26
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
市
川
市
介
護

保
険
条
例
の
一
部
改
正
、
市
川
市
都
市
公
園
条

例
の
一
部
改
正
、
市
川
市
少
年
自
然
の
家
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
平

成
22
年
度
市
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６

号
）
な
ど
の
議
案
32
件
、
報
告
４
件
が
提
出
さ
れ
、

議
員
か
ら
は
、
市
川
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与

及
び
議
員
報
酬
等
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白

血
病
ウ
イ
ル
ス
１
型
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ―

１
）
総
合
対

策
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
な
ど
の

発
議
11
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
請

願
及
び
陳
情
の
審
議
、
29
人
の
議
員
に
よ
る
一

般
質
問
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
市
長
提
出
議
案

の
32
件
を
原
案
通
り
可
決
し
た
他
、
議
員
提
出

の
条
例
改
正
案
１
件
及
び
意
見
書
案
６
件
を
可

決
、
意
見
書
案
４
件
を
否
決
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、

陳
情
４
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

● 議 員 か ら の 寄 附 は 公 職 選 挙 法 で 禁 止 さ れ て い ま す ●

◆
主
な
議
案

○
市
川
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

要
介
護
認
定
等
の
審
査
判
定
業
務
を
行
う
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
の
負
担
軽
減
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
か
つ
円
滑
な
介
護
認
定
を
行
う
た
め
、
介
護
認
定
審
査
会

の
委
員
の
定
数
を
70
人
か
ら
１
０
０
人
以
内
に
増
員
す
る
も
の
で
す
。

　

【
主
な
質
疑
】

　

「
今
回
の
条
例
改
正
の
経
緯
・
根
拠
は
何
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
「
介
護
認
定
審
査

会
は
、
医
療
・
保
健
・
福
祉
等
の
各
分
野
か
ら
任
命
さ
れ
た
70
人
の
委
員
が
10
の
班
に

分
か
れ
て
、
各
班
が
毎
週
１
回
審
査
会
を
開
催
し
て
い
る
。
各
班
の
中
に
２
週
に
１
回

出
席
す
る
委
員
と
毎
週
１
回
出
席
す
る
委
員
が
お
り
、
毎
週
出
席
す
る
委
員
の
負
担
が

大
き
い
こ
と
か
ら
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
委
員
の
定
数
を
30
人
増
員
し
１
０
０
人
と

す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
委
員
が
２
週
に
１
回
の
出
席
と
な
り
、
よ
り
効
率
的
か
つ
円
滑

な
審
査
・
判
定
が
行
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
申
請
か
ら
判
定
ま
で
の
期
間
は
、
原
則
30
日
以
内
と
な
っ
て
い
る
が
、
新

規
申
請
の
場
合
、
平
均
36
日
程
度
か
か
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
期
間
が
30
日
を

超
え
て
い
る
理
由
と
短
縮
す
る
こ
と
は
可
能
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
「
審
査
・
判
定

ま
で
に
期
間
を
要
し
て
い
る
理
由
と
し
て
は
、
主
治
医
意
見
書
の
入
手
に
時
間
が
か
か

る
場
合
、
訪
問
調
査
に
お
い
て
対
象
者
の
心
身
の
状
態
が
不
安
定
で
調
査
が
で
き
な
い

場
合
、
調
査
時
に
立
ち
会
う
家
族
等
の
都
合
な
ど
に
よ
り
、
期
間
を
要
す
る
場
合
が
あ

る
。
主
治
医
意
見
書
や
訪
問
調
査
票
の
早
期
入
手
、
更
に
は
事
務
処
理
等
を
検
証
し
、

引
き
続
き
一
日
で
も
早
い
審
査
・
判
定
に
努
め
て
い
く
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

○
市
川
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

国
府
台
公
園
の
野
球
場
及
び
体
育
館
の
維
持
管
理
費
に
充
て
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
施

設
の
用
途
・
目
的
を
妨
げ
な
い
限
度
に
お
い
て
、
商
業
広
告
物
を
掲
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

○
市
川
市
少
年
自
然
の
家
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

市
川
市
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平
成

23
年
度
か
ら
祝
日
を
開
所
日
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
22
年
度
市
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
生
活
保
護
扶
助
費
な
ど
22
億
６
４
５
９
万
７
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
１
３
１
７
億
５
２
１
３
万
３
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

◆
主
な
発
議

○
市
川
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
議
員
報
酬
等
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
上
欄
参
照
）

○
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
１
型
（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
１
）
総
合
対
策
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

　

成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
（
Ａ
Ｔ
Ｌ
）
や
脊
髄
疾
患
（
Ｈ
Ａ
Ｍ
）
を
引
き
起
こ
す
ヒ
ト
Ｔ

細
胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
１
型
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
診
療
拠
点
病
院
の
整
備

や
予
防
・
治
療
法
の
研
究
開
発
、
国
民
へ
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
等
の
対
策
を
総

合
的
に
推
進
す
る
よ
う
政
府
に
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
報
　

告

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
等
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
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都市公園条例改正で平成 23 年度か
ら商業広告物を掲出することがで
きる（点線枠部分）ようになる
国府台公園野球場（写真上）と
国府台市民体育館（写真下） 　  

　市川市特別職の職員の給与及び議員報酬等並び

　に旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正

　市議会は 12 月定例会で、昨今の厳しい経済状況を考

慮し、平成 22 年度の議員の期末手当支給額を年間 0.2

か月相当分引き下げる条例案を発議し、これを全会一

致で可決しました。

　また、市長から、国の人事院勧告等を考慮し、一般

職職員及び特別職職員等の期末手当の引き下げ等を

行う各条例案が提出され、いずれも可決されました。


